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2024 年 5 月 24 日（金）昼休みに第 18 回 JWRI 女会が大会議室にて開催され、教職員 25 名と学生

14 名が参加しました。JWRI 女会設立時の 2017 年度は女子学生 6 名でしたが、年々接合研の研究室に

配属された女子学部 4 年生や大学院生が増し、今年度は 18 名の女子学生が接合研に在籍しています。

JWRI 女会設立から 7 年を経てその数は 3 倍に増えて、一同に介するとより一層女子学生数が増えたこ

とを実感しました。女子学生自身も後輩ができた喜びを語っていました。 

今回は昼食をとりながら、全員の自己紹介を実施しました。まず、学生が率先してマイクを握り、自

然体でイキイキとした日常生活の取り組みを話したことで、話しやすい雰囲気作りをしてくれました。

外国人教員や留学生は日本語を交えた英語や日本語のみで、また初参加の方も気負わずに自身の興味の

あることなどを話しました。推し活や美容などの話題では、意外な一面をのぞかせるメンバーもおり、

仕事のみでは知ることのできない人柄に接し、お互いに人間性を知ることができたと思います。さらに、

女性教職員が女子学生を温かく見守りつつ、これまでのキャリア形成で培った経験を生かして、学びや

すい環境を整えようと応援している姿に接しました。 

 

業務に関わりのない何気ない会話ですが、普段接することの少ない他の研究室や部署の人と交流する

ことで、所内において日常のコミュニケーションの活性化に繋がり、信頼関係が構築されることが期待

できます。このように女性同士が気兼ねなく集まる JWRI 女会がプラットフォームとなることで、接合

研が誰にとっても働きやすい・修学しやすい研究所となるよう努めたいと思います。 


